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今
年
の
夏、母

が
熱
中
症
で
倒
れた。

近
年
地
球
温
暖
化
により、

最
高
気
温
が
更
新

さ
れ
続
け、

毎
年
ニュース

番
組
で「

十
年
に
一
度
の
猛暑」

と
い
う
謳
い
文
句
を
聞
く

始
末
だ。そんな

息
も
で
き
な
い
よ
う
な
、
む
せ
返
る
様
な
暑
さ
の
六月、母

が
熱
中
症

になった。

 

私
の
家
は
農
業
をやっている。この

時
期
は
桃。屋外作業

か
ら
帰
って

来
て
お
昼

を
食
べて、

数
時
間
が
経
ったころ、

息
を
荒
く
し
た
母
が、

二
階
に
い
た
私
に「ちょ

っと

来
て
！
救
急
車
呼
んだ」。と、

私
は
急
い
で
階
段
を
か
け
下
り
て
母
の
元
へ
向
っ

た。

そ
こ
に
は
過
呼
吸
を
起
こ
し
て
い
る
母
の
姿
があった。

救
急
車
は、

同
じ
部
屋
に

い
た
妹
が
呼
ん
で
く
れ
た
様
だった。

クーラー

は
効
い
て
い
る
部
屋
であったがも

の
す
ご
く
苦
し
そ
う
な
様
子
に
私
も
不
安
になりながら、

救
急
車
の
到
着
を
待
った。

 

も
の
す
ご
く
長
く
感
じた。

最
初
に
倒
れ
た
と
書
い
た
が
意
識
はあったが、

体
に
熱

がこもってどうしようもなくあがいている

姿
は、このまま

死
ん
で
し
ま
う
ん

じゃないかとすら

思
え
る
緊
張
が
私
の
脳
をぐるぐるとかけめぐっていた。

 

そ
ん
な
中、救急車

の
音
が
耳
に
入
った。

救
命
士
の
方
が
来
て
く
れ
た
こ
と
で
少
し

だ
け
心
を
落
ち
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た。

妹
に
は
家
にいてもらって、

姉
で
あ
る
私
が

病
院
ま
で
つ
い
て
行
くことになった。

人
生
で
初
め
て
救
急
車
に
乗
った。

車
内
は
暑

かった。まさか

クーラー

が
効
い
て
い
な
い
と
は
思
わなかった

母
も
部
屋
に
い
た

時
よ
り
も
苦
しそうだ。

車
内
の
温
度
に
若
干
の
不
安
を
感
じたが、

無
事
近
く
の
病
院

へ
救
急
搬
送
された。

点
滴
中
息
苦
しそうだった

呼
吸
が
徐
々
に
落
ち
つ
い
て
行
き、

点
滴
が
終
わったころには、やつれてはいたが

私
と
平
常
時
の
様
に
会
話
が
出
来

る
所
ま
で
回
復
した。その

後二～三週間

はやはり、

体
温
の
調
節
が
上
手
く
い
か
ず

調
子
が
振
る
わ
な
い
様
子
であった。

 

もし、もっと

無
理
し
て
農
作
業
をしていたら、もし、

救
急
車
が
遅
かったら、

重
症
化
して、

身
体
に
麻
痺
が
残
ったり、

命
を
落
と
す
未
来
だってありえた。

母
の

命
を
救
ったのは、

母
の
判
断
の
早
さと、

救
急
救
命
士
の
方
たち、

病
院
の
方
た
ち
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
手
で
人
の
命
は
救
われるのだとわかった。

 

そ
し
て
そ
こ
に
は
第
三
者
の
手
もある。

救
急
車
の
費
用
は
税
金
によって

賄
わ
れ

ている。

救
急
車
が
一
回
出
動
す
る
の
に
お
お
よ
そ
四
万
五
千
円
が
か
か
る
と
言
わ
れ

ている。これが

税
金
によって

賄
われていなければ、

呼
ぶ
の
に
躊
躇
する。

 

実
際
海
外
で
は
救
急
車
が
有
料
で、

医
療
費
も
割
高
な
国
や
州
もある。

私
は
い
ま
ま

で
税
を
ぼ
ん
や
り
と
し
か
捉
えていなかった。

徴
収
さ
れ
る
ば
か
り
で
何
に
ど
う
使

わ
れ
て
い
る
の
か
を
捉
えられていなかったの

出
来
事
があった

こ
と
で
税
金
によってめぐりめ

人
の
命
を
助
け
救
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
強

固
に
実
感
した。

 

税
金
が
循
環
し
て
い
き
私
た
ち
を
助
けてくれる。

普
段
は
透
明
に
見
え
て
も
た
し

か
に
そ
こ
に
あ
る
の
だ
と
大
き
な
実
感
を
伴
い
私
の
目
の
前
にあらわ

 


